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盛夏の候、皆様におかれましては、ますますご壮健のこととお喜び申し上げます。また、平素は学校
活動に多大なご理解とご支援を賜り、感謝申し上げます。
本日をもって一学期が終了いたしました。高校２年生としてのこの３か月を振り返ってどうだったでしょ
うか。この夏休みは高校生活の折り返し地点です。夏休み明けからは高校生活の後半戦となり、いよい
よ受験へのカウントダウンが始まります。自身の目標をしっかりと見据え、大きく飛躍する土台をつくる
夏休みにしてもらいたいと願っています。
今回は、

〇ＪＩＣＡ講演
〇探究講演 高大接続サポータ―（大阪大学学生）
〇スタディサプリ講師 山内恵介氏 講演会
〇オープンキャンパスに行こう
〇２年生夏休みの過ごし方
についてまとめました。

今年度の進路目標として「マッチングを意識した志望校の明確化」をあげています。その
準備として、この夏休みには大学のオープンキャンパスに参加することを勧めています。オープンキャ
ンパスに日程が合わない場合でも、大学を訪問することで学生の様子やキャンパスの様子を感じること
ができます。志望校への思いが強くなれば、日々の取り組みにも熱が入ってきます。

ＪＩＣＡ講演

6月20日（木）ＪＩＣＡ青年海外協力隊に参加された方を講師にお呼びし
て、お話をしていただきました。
青年海外協力隊は、主に発展途上国に派遣されます。派遣された国
は、「スリランカ」「ジブチ」「ベナン」「エクアドル」「コロンビア」「ベトナム」
「キルギス」といった国々です。こうした国では、文化はもちろん、社会を
構成している制度、インフラが全く日本とは異なっています。どの講師の
お話も興味深く、自分の生き方を考えるよい契機になったものと思いま
す。

高大接続サポータ―（大阪大学生）による

探究活動へのアドバイス

文系4名、理系3名の計7名の大阪大学の学生が来校しました。来校した7
名はいずれも高校時代にSGH・SSH指定された高校を卒業している学生です。高校時代に行った課題
研究の方法などを、実体験を交えてお話しいただきました。
「最初のテーマ設定が重要であること」「課題研究の活動が大学での学びにもつながっていること」な
ど、これからの取り組みの見通しがかなりクリアになった有意義な時間でした。

オープンキャンパス
に行こう

スタディサプリ講師 山内恵介氏 講演会

文系・理系に分かれて、それぞれに高校２年生の〝今″に必要なことをお話しいただきました。共通
のテーマとしては、
・授業を受けるを英語で言うと「take a class」、takeの語源は「数ある選択肢から主体的に
選び取ること」。みなさんは授業をどのように受けていますか？
・知識を定着させる最良の方法は、「アウトプット（他者に説明すること）を意識して、質の高
いインプットをすること。」。
・教科学習を通じて、一生使える学力（＝学ぶ力）というスキルを身につけるために学習して
いる。
という内容のお話をいただきました。高２夏休みは、自分の弱点教科にじっくりと時間を費やせる大き
なチャンスです。今日の学びを参考にして、大きく飛躍することを期待しています。

配布物

１．成績通知表 ５．夏休みの心得
クラス平均点の６割未満が欠点となります。 ６．人権通信「青空」
＊がついている科目が欠点です。 ７．夏休み課題一覧
２．考査成績表（１学期期末） ８．２学期行事予定
３．学年通信 ９．図書委員だより ３部
４．１学期会計報告 １０．ほけんだより

今後の主な予定

７月 １８日（木） 夏期講習開始
２４日（水） 夢ナビプログラム ＊１２：１５ゲートチェック完了

８月 １９日（月） 登校日（全統記述模試） ＊８：３０点呼

２７日（火） 二学期始業式
２８日（水） スタディサポート（午後あり）
２９日（木） 授業（午前） ＊４時間目 ＨＲ：中３生への学習アドバイス
３０日（金） 授業（午前） ＊３・４時間目 課題研究
３１日（土） 週休日

９月 ２日（月） 通常授業開始


